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訓練計画説明に係る面談時の確認事項 

確認事項 回答 

全般 
○訓練計画＜資料＞【1】

・中期計画上の今年度訓練の位置付け

・今年度訓練の目的･達成目標

・主な検証項目

・実施･評価体制

・訓練の項目･内容（防災業務計画の記載との整合）及び評価基準

・訓練シナリオ

－プラント運転状態、事象想定、スキップの有無等 

－WEB 会議システム使用不能状態の場面設定の取り入れを検討す

ること 

・その他 

－ＣＯＰ様式【2】【3】【4】【5-1】【5-2】 

－緊対所レイアウト図、要員の役割分担【6】【7】 

－ＥＲＣ対応者への情報フロー図【8】 

－ＥＲＣ対応ブース配席図、役割分担【6】 

－ＥＲＣ書架内の資料整備状況（資料一覧）【1】 

○評価指標のうち、主に［Ｐ］、［Ｄ］に関する内容＜資料＞

⇒詳細は以下参照

○事業者と ERCの訓練コントローラ間の調整

⇒詳細は以下参照

注意： 

・＜資料＞となっているものは面談資料として提示頂くもの（訓練シ

ナリオ（非提示型の場合）、個人名連絡先など、必要な箇所にはマス

キング処理をお願いします。） 

・ＣＯＰ:共通状況図のこと｡事故･プラントの状況､進展予測と事故収

束対応戦略､戦略の進捗状況について認識の共有のために作成され

る図表であって､各社で様式や名称は異なる。 

＜資料＞ 
【1】令和 5年度 事業者防災訓練実施計画 
【2】初期情報シート 
【3】施設状況シート 
【4】戦略シート 
【5-1】放射線等モニタリング計画シート 
【5-2】放射線等モニタリング時系列シート 
【6】緊対所レイアウト図 
【7】原子力防災組織（原子力事業者防災業務計画 別図第 1） 
【8】ERC対応者情報フロー図 
【9】訓練対応実績・スケジュール 
【10】（参考）令和 4年度訓練終了後 PDCA計画 

本文書中の　　　箇所はシナリオ非開示訓練のための非開示情報、
個人情報又は法人情報に属する情報のため公開できません。
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指標１：緊急時対策所とＥＲＣプラント班との情報共有 
〇事象の進展や事故収束戦略・予測進展の変更といった状況変化時

や、適時に施設全体を俯瞰した現況について、テレビ会議システム

等での発話等により説明ができたかを評価の観点とする。 

 

 

 

 

 

 

 

〇前回訓練を踏まえ、情報共有に係る体制・運用、情報提供のための

説明資料等について見直した点、また、確実な情報共有を行うため

に取り組んだ点（マニュアル改善、教育・訓練等）を確認する 

 

〇事業者が定めるリエゾンの役割を確認する 

 ※訓練時にリエゾンを派遣するかは事業者の訓練計画に任せる 

 

 

 

〇COP の活用（準備している場合） 

COP様式を確認する。 
 
 

○ 施設状況シート、戦略シート、放射線等モニタリング計画シート、
放射線等モニタリング時系列シート、警戒事態該当事象発生連絡、
警戒事態発生後の経過連絡、10条通報及び 25条報告を FAXで送付
し、施設状況と応急復旧の進捗、事象進展予測等について ERCと緊
急時対策所間で情報共有を行う。 
緊急時対策所の ERC 対応者は上記 FAX 及び備え付け資料に基づき
適時に状況の説明を行う。 

 
 
 
 
 
○ 令和 5年度事業者訓練実施計画書【1】第 7項の No.1、3に示す。 
 
 
 
 
○ 原子力災害発生時に緊急時対策所からの情報は ERC と緊急時対策

所間の WEB会議システム、電話、FAXにより伝えるが、情報伝達を
支援するため、当社施設・設備、緊急時態勢、発生しうる原子力災
害の特性に関する知識を有したリエゾン 2名を ERCに派遣する。 

 
○ ＣＯＰ様式【2】【3】【4】【5-1】【5-2】 

指標２：確実な通報・連絡の実施 
（①FAX 等の通報） 

○特定事象発生の確認から通報するまでの目標時間の事業者の設定 

根拠を確認する。 

 

 

 

 

 

 
 
○ 原子力事業者防災業務計画に定める通り。「原子力防災管理者は、

別表第１－３の事業所内での事象の発生について通報を受け、又は
自ら発見したときは、直ちに、様式第７－１に定められた通報様式
に必要事項を記入し、別図第２－２に定める通報経路により、通報
先にファクシミリ装置等を用いて一斉に送信する。」 
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（②通報文の正確性） 

○通報 FAX 送信前の通報文チェック体制、通報文に誤記等 

があった際の対応を確認する 

 

○発出した EAL が非該当となった場合の対応を確認する 

 

 

（③EAL 判断根拠の説明） 

○前回訓練を踏まえ、EAL 判断根拠の説明について、確実な説明を行

うために取り組んだ点（マニュアル改善、教育・訓練等）を確認す

る 

 

 

（④第 25 条報告） 

○25 条報告の発出タイミングの考え方を確認する 

 

 

○訓練事務局側が想定する、今回訓練シナリ上の 25 条報告のタイミ

ング、報告内容（発生事象と対応の概要、プラント状況、放出見通

し/状況、モニタ・気象情報など）、回数（訓練シナリオ中の記載さ

れているか）を確認する 
 
 
 
 

なお、①及び④の通報文は、送信操作だけではなく送付先に着信して

いない場合は「確実な通報・連絡の実施」に該当しない。 

 
 

○ 通報 FAX文の最終チェック、記載漏れ等が無いかについては副本部
長（又は原子力防災本部補佐要員）が確認を行う。仮に通報内容に
誤記等があった場合には、マニュアルに記載の手順で訂正報を作成
して送付し、電話での着信確認の際に訂正報である旨を連絡する。 

○ 発出した EAL に関連するモニタリング値が EAL の通報基準を下回
った場合、本部長が EAL 非該当の判断を行い、その旨を 25 条報告
で報告する。（今年度訓練では非該当の判断まで行わない予定） 

 
 

○ EAL判断のプロセスや重要性について年次の教育に追加した。また、
EAL判断フローに記載する EAL判断時刻を副本部長が責任をもって
記載して提供する仕組みとし、ERC対応者は前回訓練に引き続き、
ＥＡＬ判断フローを活用して簡潔に必要事項を説明する。 

 
 

○ 25条報告の発出のタイミングは以下の通り。 
➢ 10 条通報後の状況報告と事象の進展に応じて 30 分間隔を目安

とした経過報告 
 
○ 今回の訓練で想定している 25条報告は以下の 3回を想定している。 

➢ 発令後のプラント状況、放出見通し、モニタ・気象情報（10
条通報後 15分以内を目標） 

➢ 発令後のプラント状況、放出見通し、モニタ・気象情報（10
条通報後 15分以内を目標） 

➢ 応急復旧の経過報告（応急復旧完了に係る内容） 
 

指標３：通信機器の操作 
○通常使用する ERC との通信機器に支障が発生した場合の代替手段

及び移行操作の説明並びに前回訓練を踏まえたマニュアル改善、教

育・訓練等の実績を確認する 

 

 

 
○ 通常使用する ERCとの Web会議システムに支障が生じた場合は、使

用可能な電話で ERCと情報共有を行うこと、また、使用している通
信手段が使用不能になった場合のお互いの代替通信手段をあらか
じめ確認しておくことをマニュアルに定めている。 
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＜WEB 会議システムを使用する場合＞ 

・訓練時の WEB 会議システム使用不能状態の場面設定を確認する 

＜WEB 会議システムを使用しない場合＞ 

・訓練時に通信不通などのマルファンクション実施予定の有無を確認

する 
 

＜Web会議システムを使用する＞ 
 警戒事態該当事象発生後の休日体制での初動では ERCとの常時接続

は行わず、FAXでの情報共有のみを行う（約 1時間程度）。その後、
原子力防災要員の到着以降の情報共有を Web会議システムによって
行う（約 1時間半程度）。情報共有に必要な資料は、FAX、備え付け
資料を活用して行う。 

指標４：前回訓練の訓練課題を踏まえた訓練実施計画等の策定 
○訓練実施計画が、前回訓練の訓練結果を踏まえ、問題・課題に対す

る改善策が有効に機能するものであるか検証できる計画（訓練実施

項目、訓練シナリオ等）となっていることを確認する 

 

○訓練時における当該改善策の有効性の評価・確認の方法（例えば、

訓練評価者が使用する評価チェックリスト（改善策の有効性を検証

するための評価項目、評価基準などが明確になっているもの）が作

成されていることなど）を確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○課題の検証につき、社内自主訓練・要素訓練で対応している場合は、

その検証結果を確認する 

 

 

 

 

 

 
○ 今年度訓練のシナリオは、昨年度訓練の防災訓練実施結果報告書に

記載した改善（対策）状況を確認できる要素を盛り込んだシナリオ
としている。 

 
○ 今年度訓練において社内評価者による評価を実施する。令和 5年度

事業者訓練実施計画書【1】第 6 項に訓練実施内容、検証項目及び
評価基準（達成目標）を定め、評価者にはあらかじめ評価基準を記
載した評価シートを配布し、訓練終了後に評価結果を回収し、是正
状況を確認する。令和 5 年度事業者訓練実施計画書【1】第 7 項の
改善策と第 6項の検証項目の関係を以下に示す。 

 

 ７．前回までの訓練の課題に対す

る改善（対策）状況 

2  ６．訓練項目、実施内容及び検証

項目 

No.1 No.6-3 

No.2 No.9-2 

No.3 No.3-2 

 
 
 
○ 今年度の防災訓練（総合訓練）前に平日昼間想定の社内自主訓練を

実施し、課題の改善状況を確認する。要素訓練の実施にあたって、
要素訓練実施計画を作成し、その中で課題の改善状況に関する評価
基準を明確にした評価シートを作成し、社内評価者による評価を実
施する。 
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○今年度の訓練で課題検証を行わない場合にあっては、その理由と検

証時期の説明、中期計画等への反映状況を確認する。また、今年度

の訓練で課題検証を行わずとも緊急時対応に直ちに問題は無いこ

とを確認する 
 

 
○ 今年度訓練ですべて検証する。 
 
 

指標５：シナリオ非提示型訓練の実施状況 
〇開示する範囲、程度（一部開示の場合、誰に／何を開示するのか具

体的に記載）及びその設定理由を確認する 
 
 

○ 休日の想定は初めての想定となるため初動を行う休日体制の要員
に初動のシナリオの概要を提示する。招集を受けて参集する原子力
防災要員にはシナリオ非提示とする。ただし、参集時間や ERC対応
者の指定など難度維持に必要な項目については提示する。 
コントローラ、評価者、シナリオ作成に協力が必要な要員にはシナ
リオ詳細をすべて開示する。 

 
指標６：シナリオの多様化・難度 
○訓練シナリオのアピールポイントを確認する 

 

 

 

○シナリオ多様化に関し、付与する場面設定を確認する 

○訓練プレーヤへ難度の高い課題をどのように与えているかを確認

する 

例） 

・時間 ：要員が少ない時間帯 

・場所 ：対応が困難となる場所 

・同時発災：同一地域における複数事業所同時発災 

・気象 ：通常訓練で想定しない天候や組み合わせなど 

・体制 ：キーとなる要員の欠員 

・資機材 ：手順外の資機材の活用 

・計器故障：EAL 判断計器または重要計器故障、これに伴 

う代替パラメータでの確認 

・人為的ミス：操作や報告のミス 

・OFC 対応：要員派遣に加え、オンサイトと連携した活動 

・判断分岐：マルチエンディング、途中の判断分岐 
・その他 ：複数の汚染傷病者など 

○ 今年度訓練におけるシナリオの特徴は以下の通り。 
➢ 地震による火災と管理区域内でのウラン粉末飛散に休日体制の

少人数で対応しなければならないシナリオ。 
➢ 実際の天候に基づいて訓練を行う。 

 
○ 場面設定など 

・時間：休日を想定 
・場所：火災により建屋開口部の養生不可 
・同時発災：－ 
〇気象：訓練当日の気象（風向、風速）を基に屋外モニタリング
箇所の選定が必要なシナリオとする。 

・体制：ERC対応未経験者が ERC対応を行う。 
〇資機材：－ 
・計器故障：－ 
・人為的ミス：－ 
・OFC対応：－ 
・判断分岐：－ 
〇その他：1名の汚染傷病者と 1名の内部被ばく者発生 
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指標７：広報活動 
〇評価要素①～④それぞれについて、対応、参加等の予定を確認する 
 
 
 
 
 

① 今年度訓練でのプレス内容については、ERC 広報班と事前の確認を
行う。 

② 記者等の社外プレーヤの参加は実施しない。 
③ 要素訓練で模擬記者会見を実施する。会見場所は社内に設定し、模

擬記者は社内より人選する。 
④ プレス文を会社 HP（訓練用模擬 HP）に掲載する。 

指標８：後方支援活動 
○評価要素①，②それぞれについて、具体的活動予定（特に、実動で

実施する範囲を明確にすること）を確認する 

○一部を要素訓練で実動し、残りを総合訓練で実動するなど、複数の

訓練を組み合わせて一連の後方支援活動の訓練を実施する場合は、

その内容を確認する 
 
 
 

① 原子力事業者間の支援要請を実施する（連絡のみ実施）。 
② 今後調達する資機材の、受け入れ及び保管の拠点として原子力事業

所災害対策支援拠点の設営要請を行う。（総合訓練では要請のみ、要
素訓練では模擬の本部からの要請で、支援拠点設置に必要な要員の
手配から資機材の移動、設営、通信網の構築を実動で実施する。） 

指標９：訓練への視察など 
（①他原子力事業者への視察） 

○他事業者への視察実績、視察計画を確認する 

 

（②自社訓練の視察受け入れ） 

○自社訓練の視察受け入れ計画（緊対所の視察受入れ可能人数、募集

締め切り日、募集担当者の氏名・連絡先）を確認する 

 

（③ピアレビュー等の受入れ） 

○ピアレビュー等の受入れ計画（受入れ者の属性、レビュー内容等）

を確認する 

 

（④ERC への訓練視察） 
○ERC への訓練視察の実績、視察計画を確認する 
 

① NFD、MNF殿に外部評価として伺う予定。 
 
 
 
 
② 県、市の防災担当者、加工メーカ等に個別に視察の案内を予定。マ

スコミの取材は希望があれば受け入れ予定。 
 
 
③ NFD、MNF、NFI殿による外部評価を受入れ予定。 
 
 
 
④ ERC への訓練視察の実績及び予定は以下の通り。 
以下の訓練見学を予定。 
ふげん 10月 17日 
MNF   1月 30日 
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指標１１：訓練参加率 
○参加予定人数（うち、リエゾン人数、コントローラ人数）を確認す

る 
○評価者予定人数を確認する 

 
○ 参加予定人数：128名（うち、リエゾン 2名、コントローラ 7名） 
 
○ 予定評価者：7名（社内 4名、社外 3名） 

 
備考：10条確認会議等の対応 
○10 条確認会議、15 条認定会議の事業者側対応予定者の職位・氏名

を確認する 

○ 代表取締役社長（山﨑 肇（原子力防災本部本部長））が 10 条確認
会議、15条認定会議に対応する。 

備考：中期計画の見直し状況 
○見直し状況、見直し内容、今年度訓練実施計画の位置づけを確認す

る 

 

 

 

○見直し後の中期計画を確認する 

 

○前回訓練の訓練報告書提出以降から次年度訓練まで対応実績・スケ

ジュール（作業フローなど）について、以下の PDCA の観点で概要

を確認する 

【観点】前回訓練の訓練報告書提出から今回訓練までと今回の訓練を

踏まえた[C]及び[A]、中期計画及び原子力防災業務計画への反映

[P]の時期 

[C]訓練報告書のとりまとめ時期 

[A]対策を講じる時期 

－具体的な対策の検討、マニュアル等へ反映、周知・教育

/訓練など（前回の訓練実施結果報告書に掲げた各課題

についての対応内容、スケジュール） 

－原子力事業者防災業務計画への反映の検討事項・時期

（定期見直し含む） 

[P]中期計画等の見直し事項・時期、次年度訓練計画立案時期 

 

○前回訓練実施後の面談時に確認した PDCA 計画を再度確認する 
 

 
○ 昨年度訓練の課題に対する改善に基づき、訓練目標の見直しを行っ

た。また、中期計画 2020年度から 2023年までの 4カ年計画の 4年
目にあたり、原子力事業者防災業務計画に定める全 EALへの対応能
力向上と訓練の高度化の位置づけで総合訓練実施を計画している。 

 
 
○ 見直し後の中期計画【1】添付 1 
 
○ 訓練対応実績・スケジュール【9】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ （参考）令和 4年度訓練終了後 PDCA計画【10】 
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備考：現場実動訓練の実施 
○現場実動訓練の実施内容 

 

 

○事故シナリオに基づき実施する緊急時対策所の活動との連携を確

認する 

 

 

○現場にいる協力企業等の対応の考え方を確認する 

 

○ 避難誘導訓練、汚染負傷者の救助、放射線等モニタリング、応急復
旧（漏えい箇所養生）作業、除染作業を実働で実施する。また、一
部外部関係機関への FAX送付及び支援要請を実連絡で実施する。 

○ 本部で立案された戦略等に従い、電話及び無線で各機能班の実働要
員及び防護隊へ指示が伝えられ、活動状況に応じた報告を現場から
本部へ報告する。本部では報告が上がった情報を共有し、戦略への
フィードバックを行い、現場へ次の指示を行う。本部へ上がった情
報は情報・連絡班が集約し、情報・連絡班及び広報班から社内外へ
発信する。 

○ 協力企業の参加は計画しない。 
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訓練コントローラ間の調整事項 

○ERC 広報班との連動の有無 

○リエゾンの人数、入館時刻、訓練参加タイミング 

○訓練終了のタイミング、その後の振り返りの要否 

 

 

○事前通信確認実施の要否 

○ERC と連携するコントローラの所属、氏名、連絡先 

 

○ERC 対応者の職位、氏名 

 

○訓練時、メールを利用した ERC プラント班への資料提供の実施の有

無 

○ ERC広報班とはプレス内容の事前確認の連動を実施する。 
○ リエゾン：2名 入館時刻 12:50、訓練参加タイミング 14:00 
○ 今年度訓練は、応急復旧が完了し追加放出の可能性がなくなったこ

とを 25 条報告で報告した時点で終了する。引き続いて ERC との振
り返りの実施を希望。 

○ 事前通信確認については別途相談を希望。昨年書画装置の画質が悪
いとのコメントがあったので、高画質設定などできないか少し時間
をかけて確認したい。 

○ コントローラ：    
 

○ ERC対応者： 原子力防災本部副本部長） 
○ 通報連絡先に追加されているので、対応者の判断によってはメール

での資料提供があるかもしれない。 
○ Web 会議システムへの接続：14:00 頃に ERC 対応者が参集し Webex

に接続する。接続先は ERCプラント班 01で良いか？又は、一度 ERC
プラント班へ電話接続し、どちらの会議室に接続するか確認する
か？ 
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令和 5 年度 事業者防災訓練実施計画（総合訓練） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 10 月 31 日 

 

株式会社グローバル・ニュークリア・フュエル・ジャパン  







































添付 3-1 初期情報シート 

（株）グローバル・ニュークリア・フュエル・ジャパン 

初期情報シート 

項目 単位 時刻 記載事項 

地震情報 

震度 震度   

加速度 gal   

津波警報 -   

モニタリング

ポスト値 

No.1 ｎGy/h  (通常 100nGy/h 未満）

No.2 ｎGy/h  (通常 100nGy/h 未満）

気象情報 

天候 -   

風向 方位   

風速 m/s   

大気安定度 -   

警報状況 
発報した警報 

(部屋名) 
-   

避難状況 

避難者数 人   

不明者数 人   

負傷者数 人   

用役状況 

給排気 

状態 -  通常運転・1/2 運転・停止・確認中 

負圧異常箇所 -   

電源 

商用電源 -  供給・遮断・喪失・確認中 

非常用発電機 -  運転中・待機中・機能喪失・確認中 

水素ガス供給 -  供給・遮断・確認中 

給水遮断 -  供給・遮断・確認中 
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添付 3-1 別紙（警報発報リスト） 

（株）グローバル・ニュークリア・フュエル・ジャパン 

※必要に応じて本リストを作成し、初期情報シートに添付する。 

No. チェック事項 

 監視盤： □安全管理室   □警備室   □動力棟 

警報発報： 発報時刻（    ：    ） 警報発報区域： 警報内容： 

警 報発 報 区 域

点検結果 

□異常なし   □異常あり     点検時刻（    ：    ）    点検者： 

内容） 

 

 

 

 
 監視盤： □安全管理室   □警備室   □動力棟 

警報発報： 発報時刻（    ：    ） 警報発報区域： 警報内容： 

警 報発 報 区 域

点検結果 

□異常なし   □異常あり     点検時刻（    ：    ） 

内容） 

 

 

 

 
 監視盤： □安全管理室   □警備室   □動力棟 

警報発報： 発報時刻（    ：    ） 警報発報区域： 警報内容： 

警 報発 報 区 域

点検結果 

□異常なし   □異常あり     点検時刻（    ：    ） 

内容） 
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添付 3-3 事故収束戦略シート 

（株）グローバル・ニュークリア・フュエル・ジャパン 1 

戦略シート 

 

戦略 

順位 目的 目標 
予定 実績 

開始日時 終了日時 開始日時 終了日時 結果 

 

  

     

 

  

     

        

        

        

 

事象進展予測 予測起点日時    ： 

 

 

  

Rev. 時刻 Rev. 時刻 

    

    

    

    

    
戦略 

Rev.0 年  月  日 ： 
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添付 3-3 事故収束戦略シート 

（株）グローバル・ニュークリア・フュエル・ジャパン 2 

 

戦略順位：   

⽬的  

⽬標  

戦術 

順位 

モ ニ タ リ
ン グ 計 画
シ ー ト 関
連箇所 

対 応 ⼿ 段 
予定 実績 

開始⽇時 終了⽇時 開始⽇時 終了⽇時 結果 

 

  

     

 

  

     

 

  
     

 

  
     

 

 

  
     

 

Rev.0 年  ⽉  ⽇ ： 

Rev. 時刻 Rev. 時刻 
    
    
    
    
    戦術 
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添付3-4 放射線等モニタリング計画シート

放射線等モニタリング計画シート

開始日時 終了日時

SE01：5μSv/h以上検出 又は γ+nが5μSv/h以上
検出
GE01：SE01を2地点で検出 又は SE01が10分以上
継続

1-2 ガンマモニタ

2-1 放射線量（管理区域外）

SE04：推定で50μSv/h以上を検出される蓋然性が
高い 又は 50μSv/hを10分以上継続
GE04：推定で5mSv/h以上を検出される蓋然性が高
い 又は 50μSv/hを10分以上継続

2-2
空気中放射性物質濃度（管理区域
外）

SE05：推定で5.0E-7Bq/cm3を超える濃度を検出さ
れる蓋然性が高い 又は 5.0E-7Bq/cm3を超えて検
出
GE05：推定で5.0E-5Bq/cm3を超える濃度を検出さ
れる蓋然性が高い 又は 5.0E-5Bq/cm3を超えて検
出

2-3 放射線量（管理区域内） ―

2-4
空気中放射性物質濃度（管理区域
内）

―

発災場所(閉込
機能喪失場所)
付近の状況確認

SE06：全ての臨界管理逸脱 又は 複数が発報 又
は MPで1μSv/h以上 かつ nとの合計が5μSv/h
以上検出
GE06：複数が発報 かつ n継続検出

測定結果(測定不要の場合はその理由) EAL判断

1-1

監視設備による
状況監視

モニタリングポスト

No. 目的 場所/設備
対応
要否
(*)

戦略シート
関連個所

測定

：Rev.0 年 月 日

Rev. 時刻Rev. 時刻
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添付3-4 放射線等モニタリング計画シート

3-1 排気筒モニタ/ダストサンプラ

3-2 ダストヨウ素サンプラ

3-3 屋外最終槽 SE03/GE03：1.0Bq/cm3を超えて検出

3-4 敷地境界の空間線量率

SE04：推定で50μSv/h以上を検出される蓋然性が
高い 又は 50μSv/hを10分以上継続
GE04：推定で5mSv/h以上を検出される蓋然性が高
い 又は 50μSv/hを10分以上継続

3-5 敷地境界の空気中放射性物質濃度

SE05：推定で5.0E-7Bq/cm3を超える濃度を検出さ
れる蓋然性が高い 又は 5.0E-7Bq/cm3を超えて検
出
GE05：推定で5.0E-5Bq/cm3を超える濃度を検出さ
れる蓋然性が高い 又は 5.0E-5Bq/cm3を超えて検
出

4-1 負傷者対応 負傷者の身体汚染 ―

5-1

5-2

5-3

(*)対応「要」であり、定期的に測定が必要な場所/設備については、添付3-5 放射線等モニタリング時系列シートに時系列データを記載。

その他

敷地外への影響
評価

SE02/GE02：1.0E7Bqを超えて検出
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添付3-5 放射線等モニタリング時系列シート

放射線等モニタリング時系列シート

設備/機器：

番号

測定結果 確認時刻 測定値（ ） 確認時刻 測定値（ ） 確認時刻 測定値（ ）

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

放射線等モニタリング計画シート関連箇所：

No． No． No．
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